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本論文は消費者生成メディア (Consumer Generated Media, 以下  CGMと略す )に分




第１章は論文の序論として本研究が対象とする  ILB についてその概要を説明した
上で，他の  CGM との比較において実時間性，即興性，導入容易性などの特徴を持つ




第２章では，客観データを用いた  ILB におけるユーザ間の相互作用の分析として  
ILB の利用状況についての社会的ネットワークの分析を行っている。分析対象とし
ては代表的な  ILB である  Ustream  と，それに連携する  Twitter の発言を取り上
げ，約１ヶ月間データを収集した。そこから  ILB のチャネル（放送者）と発言（視
聴者）の社会的ネットワークを構成し，その統計的な性質を分析している。分析結果
から， ILB の社会的ネットワークについてスモールワールド性，スケールフリー性




タを用いた  ILB の分析を行っている。具体的にはインターネット調査方式により実
際に  ILB を利用している放送者  500 人を得てアンケート調査を行い， ILB での活
動状況の概要を把握している。また，これに加えて放送者 2名に対して，放送を実際
に視聴したうえで半構造化インタビューを行うことでより詳細な分析を実施してい
る。アンケート調査の結果については  ILB の利用動機や実時間性のメディアという
特徴を有する  ILB での宣伝方法の選択などが分析されている。また，インタビュー
調査では利用動機，視聴者とのコミュニケーション形態などを探り，誹謗中傷など  
ILB が抱える問題についても具体的な状況を明らかにしている。  
第４章では，第３章で示された誹謗中傷などの課題を踏まえ， ILBでの放送コンテ
ンツのトレーサビリティを高めることで  ILB の利用を促進するための技術について
検討している。まず，このための技術として暗号や電子指紋を活用してコンテンツ
保護を行うことを提案した森村ら先行研究を踏まえ， ILBの実時間性に配慮した暗号





















の生産者にもなる消費者生成メディア (Consumer Generated Media, CGM)の普及が
挙げられる。インターネット上でやりとりされる情報が文字から画像，動画へと変
遷する中で現れた  CGM として，映像や音声を生放送するインターネット生放送  
(Internet Live Broadcasting, ILB) がある。 ILB については，類似した  CGM で
ある動画投稿サイトと比較して実時間性，即興性，導入容易性などの特徴があり，
2010年代を代表する  CGM となっている。本論文は， CGM としての  ILB におい
て，ユーザ間の相互作用により高品質のコンテンツが創発的に創造されるという仮
定のもと，ユーザ間の相互作用に着目して  ILB の研究を行ったものである。示さ
れた主な成果は次の通りである。  
１．代表的な  ILB サービスである  Ustream とこれに連携した  Twitter の発言を
約１ヶ月間にわたって収集することで， ILB におけるチャネル（放送者）と発言者
（視聴者）の社会的ネットワークを構成した。これについての分析により，他の  









インタビューを行う形で調査を行い， ILB での生放送を行っている動機のほか，  
ILB における実時間で行われ，即興性のある視聴者とのコミュニケーションの特徴
やそこでの誹謗中傷などの課題を抽出している。  





た上で  Web システムとしてプロトタイプを構成している。そして，このプロトタ
イプシステムを用いた被験者実験を通じて，コンテンツ保護のため暗号や電子指紋







 論文は博士（情報学）の学位論文として価値あるものと認める。  
また，平成26年2月22日に実施した論文内容とそれに関連した口頭試問の結果合格と認めた。 
注)論文審査の結果の要旨の結句には、学位論文の審査についての認定を明記すること。 
  更に、試問の結果の要旨（例えば「平成 年 月 日論文内容とそれに関連した 
  口頭試問を行った結果合格と認めた。」）を付け加えること。 
 
Webでの即日公開を希望しない場合は、以下に公開可能とする日付を記入すること。 
要旨公開可能日：     年   月   日以降 
 
 
